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出前講座「アイヌの遺骨はアイヌのもとへ」 in 浦幌のご案内

時下ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。
　1930 年代を中心に北海道大学などが研究目的で道内各地のアイヌ民族の墓地を発掘するなどして収集
した大量の遺骨と副葬品が、いまなお返還されずにいます。わたしたち市民グループ「北大開示文書研究
会」は、先住民族に対するこの「歴史的な不正義」について調査を進めるとともに、コタンへの遺骨返還
を求める裁判原告のみなさんを支援しています。活動の一環として、広く道民のみなさまにこの問題につ
いてお伝えするべく「出前講座」を開いております。きたる 10月 11日、裁判原告の浦幌アイヌ協会（差
間正樹会長）との共催で、植木哲也・苫小牧駒澤大学国際文化学部教授、原告弁護団の市川守弘弁護士を
講師にお招きし、下記要領で講座を開催いたします。ぜひ多くの市民のみなさまにご関心をお寄せいただ
きたく、貴媒体での事前告知と、当日の取材報道をお願いする次第です。

出前講座「アイヌの遺骨はアイヌのもとへ」in 浦幌
日時：2014年 10月 11日（土曜）午後３時～５時 30分
会場：浦幌町商工会コスミックホール
　　　北海道浦幌町字本町 100番地（浦幌駅前）　電話 0155-76-3034

講演１ 差
さし

間
ま

正樹さん（浦幌アイヌ協会会長、アイヌ遺骨返還訴訟原告）
 「私たちは地元で先祖の骨を慰霊したい」
講演２ 植木哲也さん（苫小牧駒澤大学国際文化学部教授、『学問の暴力』著者）
 「だれが何のために遺骨を集めたのか」
講演３ 市川守弘さん（アイヌ遺骨返還訴訟弁護団）
 「白老への遺骨集約は違憲……閣議決定を切る」

参加費：無料（申し込み不要です。直接会場にお越しください）
資料頒布：パンフレット「アイヌの遺骨はアイヌのもとへ」100円
共催：浦幌アイヌ協会、北大開示文書研究会
問い合わせ：北大開示文書研究会　電話 0164-43-0128（三浦忠雄事務局長）



日時：2014年 10月 11日（土曜）午後３時～５時 30分
会場：浦幌町商工会コスミックホール
　　　北海道浦幌町字本町 100番地（浦幌駅前）　電話 0155-76-3034
参加費：無料（申し込み不要です。直接会場にお越しください）
資料頒布：パンフレット「アイヌの遺骨はアイヌのもとへ」100円
共催：浦幌アイヌ協会、北大開示文書研究会
問い合わせ：北大開示文書研究会　電話 0164-43-0128（三浦忠雄事務局長）
　　　　　　ホームページでもご案内しています。http://hmjk.world.coocan.jp
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正樹さん（浦幌アイヌ協会会長、浦幌町議会議員、アイヌ遺骨返還訴訟原告）
「私たちは地元で先祖の骨を慰霊したい」

植木哲也さん（苫小牧駒澤大学国際文化学部教授、『学問の暴力』著者
「だれが何のために遺骨を集めたのか」

市川守弘さん（弁護士、アイヌ遺骨返還訴訟弁護団）
「白老への遺骨集約は違憲……閣議決定を切る」

　1930 年代を中心に北海道大学などが研究
目的で道内各地のアイヌ民族の墓地を発掘す
るなどして収集した大量の遺骨と副葬品が、
いまなお返還されずにいます。わたしたち市
民グループ「北大開示文書研究会」は、先住
民族に対するこの「歴史的な不正義」につい
て調査を進めるとともに、コタンへの遺骨返
還を求める裁判原告のみなさんを支援してい
ます。
　浦幌アイヌ協会（差間正樹会長）は 2014
年５月、遺骨返還を求めて北海道大学を提訴
しました。この問題に絡んで、団体として北
海道大学を提訴したのは、浦幌アイヌ協会
が初めてです。北海道大学「北海道大学医学
部アイヌ人骨収蔵経緯に関する調査報告書」

（2013 年）収録のリストによれば、同大学
医学部が浦幌町内で発掘・収集したアイヌ遺
骨は計 64体。うち 63体は医学部解剖学第
二講座が１９３４年（昭和９年）10 月 27
日から 31日の５日間に、同町愛牛地区で「解
剖学研究資料収集のため、旧墓地を発掘」し
たとされ、うちわけは、性別不明の子どもが
14人、成人女性 12人（１人は推定）、成人
男性 14 人（４人は推定）、性別不明の成人
が 23人。北大によって個人特定の可能性が
あるとされているのは、このうち子ども一人
の頭骨だけです。また１９３５年に同町十勝
太地区で頭骨１体（性別、年齢、収集の経緯
など一切不明）が収集されています。（北大
開示文書研究会）


